


ジュート製の袋：ばら荷の梱包に使うガニー袋・バーラップ袋の法人向け購入ガイド

Details

要点： ジュート製の袋は、ガニー袋やバーラップ袋とも呼ばれ、粗い靱皮繊維を織った袋で、コーヒー生豆、カカオ豆、穀物、砂糖、ジャガイモなどのばら荷の輸送に使われる。通気性があ
り、パレット上で積み重ねやすく滑りにくい。コーティングしなければ生分解する。食品分野のバイヤーは近年、産業用の袋地ならどれでもよしとはせず、植物性バッチングオイルと鉱物油
の上限値を仕様に盛り込むようになっている。

農産物などの一次産品の供給網、焙煎所、食品ブランド、販促キャンペーンのために梱包材を調達する場合、「ジュート製の袋」という言葉は、まったく異なる二種類の製品を指しうる。一
つは、産地から倉庫まで一次産品を満載で運ぶために作られた産業用の袋地。もう一つは、袋に見えるだけの軽量な装飾用バッグである。必要なほうと違うものを発注してしまうのが、この
分野で最も多く、最も高くつく失敗である。

この違いが最も問題になるのは、ジュートが食品に触れる場面である。従来のジュート紡績では繊維を柔らかくするためにバッチングオイルを使い、鉱物油系のものは軽油のような臭いに加
え、コーヒー豆やカカオ豆に移行しうる炭化水素の残留物を残す。欧州のコーヒー協会とカカオ協会は、まさにこの理由から2026年にジュート仕様を厳格化した。小売のバイヤーも同じ
問題をより軽い形で報告している。安価なバーラップ袋への否定的なレビューでは臭いへの苦情が大半を占め、織りの粗いものは衣類や商品に繊維くずが付着する。

本ガイドでは、ジュート袋の織り方と等級、いまもジュート袋に依存している供給網、一般的な充填重量、不具合の起点を避けるための仕様書の書き方、そしてブランド入りのジュート袋が
トートバッグより適している場面を解説する。
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ジュート製の袋とは、そもそも何か
ジュートは、 Corchorus 属の二種、白ジュート（Corchorus capsularis）とトッサジュート（Corchorus olitorius）の茎から取り出される、長く柔ら
かい靱皮繊維である。この植物はおもにガンジスデルタで栽培される一年生の作物である。原料繊維は水に浸けて発酵させ（レッティング）、皮を剥ぎ、乾燥させ、梱包して工場へ送られ、
そこで柔軟化、カーディング、紡績を経て糸になり、幅広の織機で織られる。国際取引では、原料ジュートは現在も180 kg入りの梱単位で数えられており、この単位は FAOのジュー
ト統計報告書[1]でも使われている。同報告書は、世界のジュートの供給と貿易に関する各国政府のデータをまとめたものである。インドのジュート工場協会は、この供給の多くを支えるイン
ドの作付面積と生産量の数値を、次のページで公表している： 作物生産ページ[2].

呼び名が重なっているため、区別しておくと分かりやすい。

ジュート は繊維そのものを指す。
ヘシアン （英国の取引用語）または バーラップ （北米での呼び方）は、平織のジュート生地で、通常はサッキングより軽く、目が粗い。
サッキング は、より重いジュート生地で、綾織やダブルワープのものが多く、荷重を支える袋専用に作られる。
ガニー袋 は完成した袋の日常的な呼び名で、袋を意味するサンスクリット語に由来する。

本来の一次産品用の袋は、サッキングを折って2辺を縫い合わせた長方形で、口は開いており、充填後に麻ひもで縫い閉じる。持ち手も内袋もなく、ステンシルで入れる出荷マーク以外に印
刷できる面はない。いまバイヤーが「ジュート梱包バッグ」と呼ぶ装飾的なものはすべて、この単純な容器から発展した。

https://www.fao.org/3/cd5395en/cd5395en.pdf
https://www.fao.org/3/cd5395en/cd5395en.pdf
https://www.ijma.org/crop-production-area.html


ジュート袋の織り方と等級
袋の性能を左右する要素は二つあり、原料繊維の等級と生地の構造である。

繊維の等級。 インドの規格では、原料ジュートをトッサ（TD等級）と白ジュート（W等級）に分け、それぞれ番号付きの尺度で、強度、色、欠点、根の含有量によって格付けする。高い
等級のものは、ヘシアンや装飾用生地向けの、より細く均一な糸に紡がれる。低い等級や切れ端は重量級のサッキングに回され、そこでは見た目よりも嵩が重視される。そのため、
「100%ジュート」と表示された二つの袋でも、見た目も臭いもまったく違うことがある。

生地の構造。 工場ではジュート生地を、「ポーター」（経糸密度）と「ショット」（インチあたりの緯糸本数）、および生地重量で表す。主な種類は次のとおり。

ヘシアンまたはバーラップ生地。平織で、より軽く目が粗く、コーヒー向けの袋、包装、装飾用バッグに使われる。
B綾織サッキング。荷重がかかっても縫い目がずれにくい綾織で、穀物、砂糖などの重い充填物に昔から選ばれてきた。
ダブルワープ（DW）および重量級サッキング。小麦粉のような細かい粉が目から漏れ出してはならない用途に使われる、目の詰まった構造。

バッチングオイル。 紡績の前に、もろい繊維をカーディングできるよう、ジュートに油の乳化液を与えて潤滑させる。業界資料では、その添加量は繊維重量の約5 to 8%とされる。石
油由来の油は、バイヤーが苦情を寄せる軽油のような臭いを残す。食品用の袋は代わりに植物油を使い、これが後述する炭化水素フリー仕様の要点である。

吸湿の挙動。 ジュートは水分を吸いやすい。サプライヤーのデータでは公定水分率は約13 to 15%で、ある袋メーカーの社内引張試験では、試料が濡れた状態で経糸強度が57%低
下したと記録された。これは利点であると同時にリスクでもある。繊維は豆や穀物の周りの湿度を緩衝するが、湿ったコンテナや倉庫に放置された袋は強度を失い、カビが生えることがある。

いまもジュート袋で出荷されている商品
織りポリプロピレンは数十年前から安価なばら荷用袋市場の大半を占めるようになったが、通気性、滑りにくさ、天然素材であることが最安の単価より重視される場面では、ジュートが今も
使われている。

商品 一般的な充填量 ジュートが使われる理由 バイヤーが確認する点

コーヒー生豆 60 kgが統計上の単位で、産地によっては69–70 kg入りの袋で出荷され
る

輸送・保管中に豆が呼吸できる。ステンシ
ル表示の袋が産地を示す

炭化水素を含まない油、クリーンな臭
い、産地マーク

カカオ豆 約60–65 kg 通気性により、海上輸送中の結露を抑える ECF/ECA仕様に基づ
くMOSH・MOAHの上限値



商品 一般的な充填量 ジュートが使われる理由 バイヤーが確認する点

むきナッツ 取引契約によって異なる コーヒー、カカオと同じ食品接触用ジュー
トの規則の対象 食品用グレードのインクと油

穀物、米、砂糖 一般的には50 kg。市場によってはより重い袋も使われる 綾織サッキングは安定して積め、パレット
上で滑りにくい 粉が漏れない織り、縫い目の強度

ジャガイモ、タ
マネギ、根菜類 一般的には25–50 kg 通気により蒸れと腐敗を減らす 目の粗い織り、乾燥した保管

充填重量は取引上の慣行であり、保証値ではない。正確な容量と生地の構造は、必ず買い手との契約、またはロットに適用される取引所の規則で確認すること。

2026年の食品接触規制の見直し。 三十年近くにわたり、カカオ、コーヒー、むきナッツ用のジュート袋はIJO 98/01規格の下に置かれてきた。2026年には、欧州コーヒー連
盟と欧州ココア協会が、 ジュート袋・ジュート糸に関する業界共同仕様[3] を、その後継として公表した。この仕様は、バッチングオイル、乳化剤、潤滑剤、印刷インクを含め、製造に使わ
れるすべての物質について、食品用グレードで食品接触に安全であることを求めている。このうちココア版の 仕様書[4]は、二月9日付（2026年）で、鉱物油飽和炭化水素（MOSH）
に250 mg/kg、鉱物油芳香族炭化水素（MOAH）に25 mg/kgという直接的な上限値を定めている。これらの上限値の背景にあるのは、油の残留物が食品に移行する懸念
で、欧州食品安全機関はこのリスクを、 鉱物油炭化水素[5] に関する業務の中で検討している。

需要は縮小ではなく、移動している。 2026年九月のロイターの報道[6] によると、バングラデシュのジュートおよびジュート製品の累積成長率は22.26%（期間：2026年七月～
八月）に達した。アラブ首長国連邦などの市場で使い捨てプラスチックの禁止が進み、買い手が天然繊維の代替品へ移ったことが背景にある。同報道はまた、EUの規則では現在、生分解性
または堆肥化可能として販売するにはEN 13432認証が必要であり、繊維そのものだけではそうした主張の裏付けにならないと伝えている。

ジュート袋を仕様指定する六つの手順
袋そのものは安価だが、中身はたいてい高価である。以下の点を購買仕様書に書き込めば、バイヤーから報告される不具合の大半を防げる。

まず中身と充填重量を定める。 60 kgのコーヒーロット、25 kg入りのジャガイモ、2 kgの焙煎豆のギフトでは、必要な生地が異なる。製品、充填重量、かさ密度、そ1.
して中身が粉体・粒状・丸ごとの農産物のどれかを明記する。ほかのすべてはここから決まる。
生地の種類を選ぶ。 通気性が必要な軽めの荷や装飾用にはヘシアン、重くて積み重ねる荷には綾織サッキング、細かい粒子を中に留めたい場合はダブルワープを選ぶ。単に「重量2.
級ジュート」と言うのではなく、工場にポーター、ショット、生地重量を見積もりに記載してもらう。
バッチングオイルと食品接触の扱いを指定する。 食品用途では、植物性バッチングオイルを必須とし、ECF/ECAの上限値、またはバイヤー独自の上限値に照らした試験機関3.
の報告書を求める。口頭での「食品用グレード」は証拠にならない。食品以外の販促用の袋でも、サンプルの密閉臭気チェックは行う価値がある。サンプルを袋に入れて24時間

https://www.ecf-coffee.org/ecf-and-eca-publish-joint-industry-specification-for-jute-bags-and-jute-yarns-in-cocoa-and-coffee-supply-chains/
https://www.eurococoa.com/wp-content/uploads/MOH-specification-jute-bags-cocoa_9-Feb-2026_FINAL.pdf
https://www.efsa.europa.eu/en/topics/topic/mineral-oil-hydrocarbons
https://www.reuters.com/default/how-jute-bangladeshs-golden-thread-could-replace-plastic--ecmii-2026-09-22/


密閉し、開けて臭いを嗅ぐ。
縫い目、ヘム、閉じ方を指定する。 現場での不具合は生地の中央ではなく、縫い目と角から始まる。縫い目の種類、縫い目の密度、口のヘム、閉じ方（手縫いの麻ひも、機械縫い、4.
小売用の袋なら口ひも式）を定める。
表示方法を決める。 一次産品用の袋には、ステンシルまたは印刷で産地とロットのマークが入る。食品用の袋では、インクにも油と同じ食品用グレードの要件が適用される。ブラ5.
ンド入りの小売用の袋では、図柄を太く保つこと。細い線、小さな白抜き文字、グラデーションは粗い織りの上では崩れる。
保管と輸送を計画する。 乾燥した状態で、床から離し、強い臭いのない場所で輸送・保管する。ジュートは湿った段ボールや隣の貨物から臭いを吸う。濡れた段ボール、カビの斑6.
点、異臭は、不合格とする欠陥として検査基準に書き込む。

もしこのプロジェクトが、商品を入れる容器ではなく、買い物客やイベント来場者向けの持ち運びバッグであるなら、発注の進め方は異なる。その手順は、当社の次のページで詳しく解説し
ている： ロゴ入りジュートトートバッグのページ.

ジュート袋・ポリプロピレン袋・ジュートトートの比較
バイヤーがジュートを単独で選ぶことはまれである。現実的な代替案は、織りポリプロピレン（PP）のばら荷用袋と、ブランド用途ではジュートトートである。

比較項目 ジュート袋 織りPP袋 ジュートトート
主な役割 商品を収容して輸送する 最小コストで商品を収容して輸送する 人が持ち運び、繰り返し使う

通気性 高い。湿度を緩衝する 低い。ただし穴あけ加工またはメッシュ仕様を除
く 中程度。内側にラミネート加工されることが多い

積み重ね時の滑りにく
さ 良好。表面が粗く滑りにくい 処理しない限り滑りやすい 積み重ねを想定していない

湿気のリスク 濡れたままにするとカビが発生し、強度が低下する 耐水性あり 内張り次第

使用後の処理 コーティングなしなら生分解性 残留性のあるプラスチック 生地は生分解性だが、ラミネート内張りは生分解し
ない

ブランド表示面 ステンシル、および太い単色～2色のマーク 印刷フィルムまたはフレキソ印刷 スクリーン印刷、転写、パッチ

食品接触のリスク 炭化水素フリーと指定しない限り、バッチングオイルの残
留物のおそれがある 添加剤の移行は樹脂グレード次第 通常は食品接触用品ではない

炭素の問題は再利用の有無で決まる。 2025年にバングラデシュで行われたライフサイクルアセスメントが、学術誌 Sustainable Production and
Consumption[7] に掲載されている。それによると、使い捨てのジュート袋は313.41 g CO₂換算、使い捨てのLDPE袋は56.7 gであった。ジュート袋のほうがは
るかに重いためである。ただし十回使用した後では、ジュート袋はほとんどの影響区分でより良い結果となり、ポイ捨てリスクの指標もはるかに低かった。包装のバイヤーにとっての実践的
な結論は、ジュートが環境面での優位性を得られるのは、再利用、回収の仕組み、適切な廃棄を通じてであり、一回きりの出荷では得られない、ということである。

https://jp.zigpac.com/custom-tote-bags/custom-jute-tote-bags.html
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2352550925000600
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2352550925000600


ブランド入りジュート袋がトートバッグに勝る場面
袋とトートは似て見えるが、満たすべき要件が異なる。袋は商品を入れるもの。トートは、受け取った人が持ち歩き続ける、商品そのものである。ブランド入りのジュート袋が向くのは次の
ような場合である：

袋そのものが包装である場合。 生豆や焙煎豆を売る焙煎業者、ジャガイモや米を売る農産物直売所、ギフトバスケットの製作者は、小さな口ひも式または縫製の袋を一次包装に使
う。袋は、お客様が開ける前から産地のストーリーを語る。
持ち運びより陳列が重要な場合。 豆、穀物、農産物を詰めた口の開いたジュート袋は、粗い質感が「産地直送」を印象づけるため、小売店や展示会の陳列でよく使われる。
受け取った人が詰め替えたり、別の用途に使ったりする場合。 丈夫な袋は薪、おもちゃ、庭の球根の収納に再利用でき、上記のLCAが示す再利用のメリットを裏付ける。
持ち手が無駄になる場合。 品物が持ち運ばれるのではなく、箱詰めされ、棚に置かれ、出荷されるものなら、持ち手はコストと縫い止め箇所を増やすだけで、価値は加わらない。

会議、店舗、ファーマーズマーケットなどで、受け取る人が繰り返し物を運ぶ必要がある場合は、代わりにトートを選ぶ。トートが要件に合うなら、当社の カスタムジュートトートのページ
で選択肢を比較でき、袋を無理に転用する必要はない。

どちらの形態にも二つの注意点がある。第一に、ブランド入りの袋を米国で繊維製品として販売または配布する場合、「環境にやさしい」などの主張には、FTC（米国連邦取引委員会）の
グリーンガイド[8]に基づく、具体的で立証可能な裏付けが必要である。トートのラベル表示については当社の製品ページで扱っている。第二に、袋に食品を入れる場合や子どもが使う場合は、
試験の証拠を求めること。たとえば OEKO-TEX STANDARD 100[9] のような認証は、1,000を超える有害物質のリストに照らして繊維製品を審査し、毎年の更新が
必要だが、食品接触や生分解性を保証する認証ではない。

https://jp.zigpac.com/custom-tote-bags/custom-jute-tote-bags.html
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/environmental-claims-summary-green-guides
https://www.oeko-tex.com/en/our-standards/oeko-tex-standard-100


よくある質問
よくある質問：ガニー袋とバーラップ袋は同じものか？

日常的な用法では同じである。「ガニー袋」は完成した袋の一般名で、「バーラップ」は織ったジュート生地の北米での呼び名（英国ではヘシアン）である。取引の場では、バイヤーは軽量
のヘシアンと、より重い綾織またはダブルワープのサッキングを区別しており、これは荷重と粉漏れに関わる。

よくある質問：標準的なコーヒー袋にはどれだけ入るのか？

コーヒーの統計では60 kg入りの袋を標準単位としており、多くの産地が60 kg入りのジュート袋で出荷している。一部の生産国では69または70 kg入りの袋が使われる。サイ
ズを決めつけず、容量は必ず売買契約で確認すること。

よくある質問：ジュート袋は食品に安全か？

食品用に作られたものに限る。従来のジュートは鉱物系のバッチングオイルで加工されていることがあり、その残留物は食品に移行しうる。コーヒー、カカオ、ナッツについては、2026
ECF/ECA仕様が食品用グレードの油、潤滑剤、インクを求めており、カカオの上限値はMOSHが250 mg/kg、MOAHが25 mg/kgである。ロットごとに試験報
告書を求めること。

よくある質問：新品のジュート袋が軽油や土のような臭いがするのはなぜか？

軽油のような臭いは、たいてい石油系のバッチングオイルに由来する。土やカビのような臭いは、繊維そのもの、または湿気のある保管環境に由来する。袋を風にさらせばどちらも軽減でき
るが、強い炭化水素臭は、その袋を食品に使うべきでない兆候である。

よくある質問：ジュート袋は防水か？

いいえ。コーティングなしのジュートは湿気を吸い、濡れると強度を失い、湿度の高い場所での保管ではカビが生えることがある。ラミネート内張りは耐水性を高めるがプラスチックも加え
るため、生分解性について正当に主張できる内容が変わってくる。

よくある質問：ジュート袋にロゴを印刷できるか？

できるが、制約がある。従来の産地ステンシルに近い、太い単色または2色のマークは、粗い織りの上でもよく読める。細い線、小さな白抜き文字、写真のような図柄は崩れる。細かい図柄
には、より滑らかなジュートと綿の混紡生地、または縫い付ける綿のパッチが通常の回避策になる。



重要ポイント
原料ジュートは、今も梱単位で取引・計数されている。 — 1梱 = 180 kg（出典)
食品接触用ジュートには、カカオ向けの厳格な鉱物油の上限値が設けられた。 — MOSHは最大250 mg/kg、MOAHは最大25 mg/kg（出典)
ECF/ECA仕様は、1998年から運用されてきた規格に置き換わる。 — IJO 98/01は、コーヒーとカカオの袋を30年近くにわたり規律していた（出典)
ジュートの炭素面での優位性は、再利用に左右される。 — 単回使用で313.41 g 対 56.7 g CO₂換算。10回使用後には、大半の区分でジュートが優位（出典)
プラスチック規制の広がりで、ジュート製品の需要が拡大している。 — バングラデシュの累積成長率は22.26%。対象期間は2026年七月～八月（出典)
繊維製品の安全認証は、食品接触を対象としていない。 — OEKO-TEX STANDARD 100は1,000以上の物質を審査し、毎年更新される（出典)

結論
ジュート袋は単純な物体だが、要求される仕様は厳しい。繊維の等級、生地の構造、バッチングオイルによって、60 kgのコーヒーロットを安全に運べるか、豆に軽油の香りを移してしま
うかが決まる。一次産品のバイヤーは、生地の種類、縫製構造、油の種類、試験の上限値をすべての発注書に明記すべきである。包装や陳列に袋の形態を借りるブランドは、図柄を太く保ち、
袋を乾燥した状態で保管し、環境に関する主張には証拠による裏付けを持たせるべきである。

求めているのが商品を入れる容器ではなく、人が持ち運ぶバッグであれば、トートのほうが適した道具であることが多い。用途、図柄、希望納期を教えてもらえれば、最適な形態の選定を手
伝い、仕様に基づく見積もりを送る。まずは当社の カスタムジュートトートバッグ ページから始められる。
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